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氏　　名 叶　俊信

具体的方策

※　学校自己評価は，５段階評価（Ａ…目標を大幅に上回る達成度,Ｂ…目標を上回る達成度,Ｃ…目標どおりの達成度,Ｄ…目標を下回る達成度,Ｅ…目標を大幅に下回る達成度）で成果や取り組み状況等について記入すること。
※　学校関係者評価は，学校自己評価について５段階評価（Ａ～Ｅ）で評価すること。

教育
課程
・
学習
指導

　入学後のミスマッチを起こした生徒は少
なかった。また、2学期末の成績上位30名の
うち、1年生は11名、2年生は7名が特色化選
抜の教科領域での入学生であった。入学前
後の指導及び学年の担任団の指導の効果と
思われる。

　入試方法を改善して、本校の発展につながる生徒
の確保を目指す。

　これまでの特色化選抜入学者のうち、教科領域の入学
者の成績を検証することで、課題を明らかにし、改善点を
検討する。

　観点別評価に対する教員の理解をすすめ、より生徒の
主体的な学習につながる授業実践に向けて助言する。

日常の学習を通じて自己理解・自己管理能力や課
題対応能力を身に付けさせる。

行事を通じて人間関係形成・社会形成能力やキャリア形
成能力の向上を図る。

１年次の「産業社会と人間」の授業を通して、主体的にキャリアをデ
ザインし、学び続ける姿勢を涵養する。

B

B

　SDGSチャレンジプロジェクトやキャリ
アデザイン発表会を通して、外部人材も
活用しながら、社会課題の探究だけでな
く生徒個々の進路選択に有用な活動に発
展をさせていきたい。

「SDGsチャレンジプロジェクト」を通して、主体性・デザイン思考・ア
ウトプットの3つの資質・能力を身に付けさせ、生徒の学習への意識
向上を図る。

B

今年度の重点目標学校名

B

B

「産業社会と人間」「SDGｓチャレンジプロ
ジェクト」を通して生徒の資質能力を向上
させることができた。今後も、本年度の反
省を活かしながら授業改善を行いより良い
カリキュラムにしていきたい。 Ａ

・SDGSは今後とも益々必要な取組となっていくので
能力のレベルアップを期待します。
・「産業社会と人間」「SDGSチャレンジプロジェク
ト」の先進的な取組に敬意を表します。
・生徒の多様な進路実現を叶えるべくキャリア教育
の充実をに引き続き取り組んでもらいたい。
・PTAとして職業人からの講演など学校からの協力要
請があれば積極的に協力したい。C

B

キャ
リア
教育
の充
実

アクティブラーナーの育成を図る。

　自ら考え、自ら学ぶ姿勢を持つ生徒を育成す
る授業実践を図る。

学習活動を通じて基礎的・汎用的能力の育成
を図る。

B

B

学校
改革

　サードステージ第２章の取組みを円滑に進
めるとともに、キャリア教育を教育を中心と
した特色ある取組内容を積極的に発信する。
　また、次のステージに向けた方策検討を行
う。

基礎的・汎用的能力について学習や行事に
おいてその能力の形成や向上につなげるこ
とができた。次年度は育む能力や資質につ
いてより細かく整理して育成をしていきた
い。

　これまで蓄積してきたデザイン思考や
教科横断型のカリキュラムマネジメント
の指導の在り方をより一層各教科指導や
総合的な探究の時間の指導に生かしてい
きたい。

B

　関西難関大研修や異文化体験研修は今
後も実施を継続していきながら、目的や
意義を生徒に十分周知し、進路実現へ一
層効果的につなげることができるよう、
事前学習の充実を図りたい。　改革検討委員会の活動を活性化し、学校改革の方策に

ついて議論し、改革を推進する。 B
B

関西難関大研修や異文化研修など新型コロ
ナウイルス感染症の影響により実施できて
いなかった取り組みを実施することができ
た。また、これまでの改善点や新たな取組
みについて、次年度以降の実施に向けた検
討を進めることができた。

Ａ
 今後もGoogle　ClassroomやFormsを適
宜活用しながら教員―生徒間だけでなく
教員間、学校ー保護者間の有効な情報共
有を行っていくよう努めたい。

　ジュニアアチーブメントプログラムなど
キャリア教育における取組や学校行事、授業
などにおいてＩＣＴの活用などにより改善を
推進する。

　ＩＣＴ活用を含め、これまでの前例にとらわれることなく新
しい方法を検討し授業や行事の改善を検討・実施してい
く。

C

　googleclassroomやFormsなどソフトウェアを使いわけ、効
果的に活用することで、校務の情報化を進める。 B

・課外や補習について受講者が減少傾向にあるとのこと。分
析を通じて生徒のモチベーションを上げる努力をしてくださ
い。
・課外の受講者減少は全県的な傾向です。スタディサプリやG
ワークスペースの有効活用にも先進的に取り組まれていると
思います。
・進路情報に関する保護者との情報共有、連携を工夫し計画
的な粘り強い取組を期待します。
・進路決定した先輩の体験談やいろいろな職業の紹介等を行
い、意識の高揚を図ることを期待する。
・本校のすべての生徒が１年生の年度末に自らの進路（文
理）を迷いなく決めることは困難であろうと思わるので、総
合学科をうたう以上はある程度の時期までの進路変更が可能
となるような柔軟なカリキュラム編成の工夫をお願いした
い。

保護者向けの進路情報や模試・課外募集な
どの案内は開始することが出来た。登録者
数を増やし、充実を図ることが今後の課題
である。生徒向けの情報発信は、google
ワークスペースでは様々な情報が発信され
ており、進路情報については、別のツール
を活用することも検討したい。

生徒の進路保障のための課外や補習を計画し、生徒が入
試に対応できる学力を身に付けさせる。

・東北地方の学校の学力と体力が上位を占めるデー
タを新聞で知りました。体力を向上することが学力
を上げることになると思います。
・ＩＣＴ活用教育を益々向上させて対外的にアピー
ルしてもらいたいです。
・今後の日本経済を担う福翔生にとっていずれの研
修も不可欠であると考えます。ICT活用にも対応でき
ていると思います。

各種アンケートや行事などにおいてICTを活
用することができている。今後、その使用
方法・活用方法について教員間で共有する
とともに、今後の変化に応じて研究を継続
する必要がある。

　「サードステージ第２章」（3つのプログラム、3つのオプ
ション）を進め、進学実績向上、部活動活性化、グローバ
ル人材の育成を推進するとともにその取組を積極的に発
信する。

googleワークスペースを活用し、生徒に対して進学や就職
に関する案内を積極的に情報を発信する。 C

C

進路
指導

　生徒一人一人の進路保障を目指し、適切な
指導・助言を行う.

生徒・教師・保護者間の連携の充実を図る。
スタディサプリを活用し保護者向けの情報発信の方法を確
立し、運用することで生徒の進路実現につなげる。

共通テスト・小論文などの進路ガイダンスを計画的に実施
したり、校内向けの進路指導研修会を適切に実施する。

　いじめ対応については、すべての職員
で研修を深め、未然防止、早期発見、早
期対応に一層努める。日頃から生徒の様
子についての情報交換を活発に行う。

C

C

　放課後課外や土曜課外、長期休業
中の補習等生徒のニーズを確認しな
がら、意義や目的を事前にガイダン
スで周知するよう努めたい。C

C

課外や補習については、受講希望者が減少
傾向になり、人数の関係上実施できなかっ
た科目も生じた。生徒向けのガイダンスは
計画通りに実施できたが、校内向け研修会
については不十分であり、３月の年度末分
析会も有効に活用したい。

Ｂ 　保護者向けの情報提供に関して
は、PTAとも協力しながら、メール配
信システムやスタディサプリのお便
り機能をうまく活用して、タイム
リーな情報提供に努めたい。B

生徒
指導

　規範意識の高い生徒を育て、１８歳から成人
になる意識を持たせる。

　生徒がネットによる被害者・加害者にならぬよう、情報端
末機器を適切に扱う力を身につけさせ、互いに認め、支え
あう人間関係づくりを推進する。

　生徒には、その場に応じた挨拶や状況に応じた適切な
行動を身につけさせ、学校外でも地域の方々に愛される
態度を育成する。

「福翔高校いじめ防止基本方針」に基づき、総
合的かつ効果的にいじめ防止を推進する。

C

　自転車通学者に対し、登下校、駐輪、交通マナー指導
を定期的に行い、主体的に行動できるようにさせる。

朝の登校指導は毎日、下校指導は毎週火曜
日に行ったが、通学路が多くあるため、事
故やトラブルをなくすことはできなかっ
た。今後も引く続き取り組んでいきたい。

Ｂ

・事故、トラブルは結果でありその原因が何であるかを生徒
に考えさせる必要があると思います。加えて良くない結果が
及ぼす影響についても考えられるようになるとよいと思いま
す。
・学校全体で日頃から意識を高めておくことで生徒にメッ
セージが伝わり抑止力につながると思います。
・規則の徹底指導は大変難しいになっていますが「思いやり
の心」を教えていただきたいです。
・SNSなどネットリテラシーについては講師を招いての特別授
業を行うとよいと思います。
・通学範囲が広く交通量の多い地域です。地域と連携し指導
をしていると思います。
・県下においても重大ないじめ事案が発生しており、今後も
引き続き早期発見、早期対応、未然防止に努めていただきた
い。

　定例の（月1回）「いじめ防止対策委員会」とその事務局
会（週1回）において、未然防止、早期発見、早期解決等
にあたる。

B
C

いじめの認知をチームとして行うことがで
きたが、いじめの件数は増えている。対応
はもちろんだが、未然に防ぐ取組を行って
いきたい。

C

C

C

　観点別評価について、研修機会の設定
を検討するとともに、教科部会での評価
規準、評価基準の設定について検討を重
ねていく。
　ICTを活用した授業づくりについて、
校内で研修期間を設定し、相互の授業参
観、協議の場を設定する。
　特色化選抜の在り方については多
様な生徒獲得に一定の効果があっ
た。今後は周辺の公立高校の動向も
見据えながら、必要に応じて検討を
行っていく。

C

C

　交通ルールやマナーの徹底を引き
続き行っていく。
　挨拶の励行については生徒会役員
の育成と合わせて全校で取り組んで
いく。B

C

ICTの活用を一層推進することで、生徒の深い学びにつな
げる。

【成果】新教育課程を踏まえた学校研修を実施し、ＩＣＴの効果的な活用や観点別評価の在り方、総合的な探究の時間の工夫を行い、全市に発信することができた。各学年の生徒の実態に応じた学習指導、生徒会活動、学校行事を行うことで自ら動こうとする生徒の育成に
一定の効果が見られた。
【課題】ＩＣＴを活用した深い学びの実現については一層の研鑽を積む必要があり、外部人材の積極的な活用を行う必要がある。

評価
項目 目標

目標及び具体的な方策等
学校自己評価

Ｂ

・今後も生徒の希望進路実現のために粘り強く生徒と
向き合って指導を重ねていただきたいと思います。
・ますます進歩するＩＣＴの指導には「習うより慣れ
ろ」で繰り返しの指導が必要と考えます。ＩＣＴのメ
リット・デメリット等指導していただきたい。
・ICT教育が先進的であり特色化選抜で中核的な生徒を
育成して成功していると思います。
・観点別評価については研修の実施するなど教員間の
理解力の差を引き続き埋めるようにしていただきた
い。
・入試に関しては本校の教育を受けるに足る適性等を
有することを前提としつつ多様な生徒を受け入れるこ
とによる化学反応が起き、多様な進路希望を実現でき
ることを今後も望む。

B

B

評価（総合）学校経営方針・学校教育方針

　特色化選抜入学者が抱える学校生活での課題を検証
し、入学後のミスマッチがなくなるよう工夫する。

取組状況・成果・課題
学　校
関係者
評　価

 学校関係者評価委員会からの意見等

C

C

 観点別評価については、教員間で理解力に
差がある。今年度は、個別で対応してきた
が、研修を実施して理解を進める必要があ
る。
ICTに関しては、アンケート結果から70%以
上の生徒が肯定的な意見となっている。教
員側も一層の工夫が求められる。

今後に向けての方針・改善点

様式１

校長本校在校年数

学校長

昨年度の成果と課題

令和５年度　学校評価報告書１　　（　　計画段階　　・　　実施段階　　）

学校関係者
評価委員会
委　員　長

志を持ち、自らの目標を達成しようと努力する生徒と、意欲的・建設的に学校運
営に参画する教職員の協働により、「熱・意気・力」の校訓を具現化する学校を
つくる。
　そのために、すべての教職員が元気で生徒が安心して学べ、成長できる学習環
境づくりと学力向上による進路実現をめざし、生徒に誇りと自信を持たせる教育
活動を実践する。
　また、市民からの期待と信頼をさらに高めるために、福翔改革を推進し、本校
の新たな歴史を切り開く学校づくりを進める。

１．組織的な学校運営と危機管理の徹底：「すべては生徒のために」を常に意識し、教職員のもっている力を結集して、各部・各教科等が連携し、組
織的に生徒の指導や校務運営にあたるとともに、日常的に危機意識をもち、起こりうることを想定しながら教育活動を行う。
２．福翔改革サードステージ第３章の推進：キーワード「総合学科」「伝統×時代」「授業改善×アントレプレナーシップ教育」のもと、昨年度決定
事項を着実に実行するとともに、本年度は新たにコース・プログラムの名称・編成、カリキュラムの見直し、大学等特別入試への対応や高校入試制度
等についての検討を進め、決定する。
３．アントレプレナーシップ教育の推進 ：「産業社会と人間」、「総合的な探究の時間」及び「ジュニア・アチーブメント・プログラム」等、全教
職員で組織的に取り組んできた福翔キャリア教育をさらに磨き、福翔アントレプレナーシップ教育として確立させる。
４．希望進路の実現と部活動の活性化：総合学科の強みを活かしながら、特別入試対策ガイダンス導入をはじめ、ガイダンスの機能をさらに充実させ
るとともに、各々の進路に応じた学力の定着を図る。部活動活性化を推進する。（体制、実績、活動内容等）
５．働き方改革への取組継続：ワークライフバランスの確立や生徒と向き合う時間の確保を目指し、業務改善を引き続き模索する。

C Ｂ

いずれかを○で囲む


